
人間の鎖・パブコメ結果・市会傍聴 

 

 昨日 25 日昼、大阪市役所を取り囲むヒューマンチェーン（人間の鎖）が行われた。

「広域一元化条例」やカジノに反対する市民団体が共同して企画した。約 450人がプラ

カードやステッカーを持って、市役所をとり

囲んだ。コロナ禍なので手をつながず、距離

をあけての鎖だったが、市職員や行きかう人

に市民の声が届いたことを期待したい。 

 その前に市役所 1 階の市民情報プラザで、

報道関係資料などをチェックした。24 日に、

広域一元化条例案「パブコメ結果」が公表さ

れていた。 

提出された意見は 1404名から 2002 件。短

期間に多くの意見が寄せられたものだ。公表可

1607件について、意見の概要と府・市の考え方

が 8ページに整理してある。 

市民の意見のまとめ方が、いい加減であり、

府・市の考え方も型通りの回答に終始している。

20日に締め切って、数日間でまとめたものだ。

まじめに市民の声を聞く気持ちなど、最初から

なかったのだろう。読んでいて腹が立ってきた。 

条例案骨子案が提案された副首都推進本部

会議を傍聴して、かなりの時間をかけて意見を

まとめてきた。締め切り数日前に条例案が公表

されたあと、それに対する「追加意見」も副首都推進局に直接持って行った。そうした

意見が、ほとんど反映されていない。それぞれの意見への回答ではなく、意見が適当に

集約され、ありきたりの回答が綴られている。予想されたことだが、大阪府・市の市民

に対する不誠実な態度を象徴するものだ。 

14時からは市会定例会を傍聴した。この日、一元化条例案は府議会に上程されたが、

市会は来月 4日の予定という。定例会は常任委員会報告のあと、関連質疑と来年度予算

案の説明などが行われた。眠くなるような報告が続いたが、議案第 9号「大阪市立学校

設置条例の一部を改正する条例案」の討論では目が覚めた。 

自民、共産、市民第一の反対討論により、生野区西部の小中学校再編問題の重要性を

再認識した。起立採決の結果、維新と公明の賛成多数で可決された。夜に住民説明会が

再度開催されるようだ。この問題にも腹が立ってきた。またレポートしていきたい。 

                             (2021年 2月 26日) 


